

















A Case of the Mii-Shikoku Eighty-Eight Sacred Places
川路　崇博
筑後地域における写し霊場の開設背景































































































































































1982年秋 1985年秋 2004年秋 2013年秋 2016年春 2019年春
札所数 161 156 152 146 142 141
出所：大参り行程資料より著者作成
　また，本資料には注記が見られる．まず「大師旗より，先に行かぬこと　交通事故に，注意
すること」の２つが挙げられる．後者の注意書きに関しては，1973年10月４日に久留米市高
野町で起きた大参り参加者の交通事故に関連すると思われる．交通事故でお亡くなりになった
方の供養のため，1975年に事故現場付近に地蔵菩薩像が建立されている．この交通事故の内
容は，地蔵菩薩像の台座にある銘板に詳細が記されている．I氏によると，のちの道路拡幅工
事に伴い医王寺へ移設されている．
次に「泊まりは団長外八名位」との注記が，「昭和六十年度 三井四国秋季大参り」まで見ら
れる．以降この注記は見られなくなるため，少なくとも1985年10月の大参りまでは宿泊を伴っ
ていたことが分かる．
5.1.6. 三井四国の八坂寺（第47番）
三井四国徧禮道案内では札所番号と札所名が記述されているものの，四国の札所番号と札所
名との対応が基本的にない．これは三井四国の特徴ともいえる．
そのようななか三井四国徧禮道案内によると，三井四国の札所である八坂寺は唯一四国の八
坂寺と同じく第47番札所であり，さらに本尊も阿弥陀如来とされている10）．しかし現地札所調
査によると，実際の本尊は不動明王である．
三井四国の八坂寺には，正面に「三井四國八十八ヶ所」，左側面に「四拾七番八坂寺」，背面
に「明治四十三年八月」と記された石柱がある．また，その隣には，「三井西國丗三 第三番」
と記された石柱がある．
八坂寺のお堂裏にある記念碑（図３）には，以下が刻まれている．⃞で示した部分は判別不
能である文字である．⃞で囲った文字は今回の調査では判読できなかったため，御井町誌（御
井小学校開校百十周年記念事業特別委員会町誌部，1986）から補完した．また，下線のある
文字は，御井町誌では誤っていたため，今回の調査で修正した部分である．なお，御井町誌の
記述では新字体となっているが，本稿では記念碑で使用されている字体を使用している．また
改行位置も記念碑に倣った．
（正面）
	 記念碑
	 抑是寺弘法大師ハ四國四十七番
	 八坂寺弘法大師之分身也
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	 明治二十年三井郡井上村西岡宥浄身⃞
	 ニシテ四國ヲ再三巡拝五十七番仙遊寺ニ於テ
	 其夜御告ゲ四十七番八坂寺ニ二体ノ大	師有其
	 内一体之大師ヲ頂國元ニ歸レトノ御告⃞早速八
	 坂寺ニ至リ一体之大師ヲ頂歸國致シ御井町
	 ニテ世話人集リ是處ニ奉拝授シ者也
	 因テ	始末之大略ヲ記ス
（右側面）
	 明治二十三年三月吉日
（左側面）
	（14名の世話人名11）が記されている）
　御井町誌では，八坂寺が「大師堂」として記述され
ている．0.5 mほど弘法大師像が１体，0.2 mほどの
ものが２体ある．本尊と思われる不動明王像は1.0 m
ほどである．
5.1.7. 三井四国参拝団の解散についてのお知らせ
三井四国団長名による「三井四国参拝団の解散についてのお知らせ」が頒布されている．こ
の資料は2018年10月に作成されている．札所を閉じる者が増え，また常時参拝できる者も５
名前後となったことで，参拝団の継続が困難になったことが解団の理由とされている．
5.1.8. お札
札所には，大参りの際に納められたと思われる木または紙製のお札が残されていることがあ
る．お札から読み取れる「平成三十年」に「開創百二十周年」を迎えていることから逆算する
と，1898年ごろに三井四国は開設されたこととなる．
5.1.9. 三井四国徧禮道案内や福岡縣三井四國八十八ヶ所霊場の絵地図にない札所
大参り行程資料からも分かるとおり，札所
数は140を越えている．筑後地域では，三井
四国の札所と思われる祠やお堂を見かけるこ
とがある．多くの札所名は地名であるが，個
人宅も含まれている．札所には三井四国のお
札が納められている（図４）．
5.1.10. 「久留米四国八十八ヶ所」 の存在
三井四国札所の探索や I氏への聞き取り調
査より，三井四国の近隣に久留米四国
八十八ヶ所（以下，「久留米四国」とする）
という別の写し霊場が存在していた．前述の
事故現場に建立された地蔵菩薩像の銘板から
図３：八坂寺の記念碑（著者撮影）
図４： 「西町地蔵堂」には地蔵菩薩３体と不動明王が
祀られている．弘法大師像は見当たらない．右
奥に三井四国のお札が確認できる．（筆者撮影）
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も久留米四国参拝団の存在が分かる．
三井四国の「三井」はかつての三井郡界隈のことを指していると推測できる．三井四国の札
所もかつて三井郡であった現在の久留米市の東側と筑後川を渡った小郡市，三井郡（大刀洗町）
を中心に存在している．一方，久留米四国の札所は主に現在の久留米市の市街地に確認できて
いる．久留米四国の場合，仏像や弘法大師像が祀られているものの形態は祠に近い場合が多い．
I氏によると，久留米四国に関しても大参りがあったがすでに途絶えているとのことであった．
６．考察
6.1. 三井四国の開設時期
三井四国の開設年を確定することは困難である．しかしながら開設年は，お札から読み取れ
る年（1898年），または三井四国徧禮道案内に記述がある御土を受け取りに出発したとされる
年（1903年）以降かつ医王寺の修行大師像が建立される1917年までの間であると考えられる．
6.2. 三井四国の開設方法
三井四国徧禮道案内や福岡縣三井四國
八十八ヶ所霊場の絵地図では，札所名が四国
のそれと一致しない．しかし札所番号の概念
があり，実際の札所数も四国とほぼ同一の
90である．このことから，三井四国開設の
際に新たな札所を作ったのではなく，もとも
と集落にあった祠や観音堂，不動堂，大師堂
などを利用し（例えば，図５）四国に見立て
た可能性がある．
例えば，三井四国徧禮道案内や福岡縣三井
四國八十八ヶ所霊場の絵地図に記されている
第13番札所の御井寺は現存する寺院である．
御井寺は廃仏毀釈後，1878年に再興されて
いる．また第１番札所の北山の奥院も，現在
の「岩井の地蔵菩薩彫像板碑」に該当すると
思われるが，これは1404年に建立されたとされている．これらは三井四国が開設されると推
定される時期より古い．
一方，三井四国の八坂寺（47番）は，唯一札所名と札所番号が四国と一致する．しかし八
坂寺の成り立ちが示される記念碑には，1890年と記されている．さらに記念碑の伝承内容は
1887年のこととして記されている．これも想定される三井四国開設時期より古い．
さらに四国の八坂寺を写したのであれば本尊は阿弥陀如来であるはずであるが，実際は不動
明王である．これは三井四国の八坂寺となる以前より，不動明王が祀られていためであると考
えられる．
このことから，もともとお堂はあったが記念碑に記された伝承が起きたのちに八坂寺と呼ば
れるようになったことが推測できる．つまり八坂寺は三井四国のために作られたのではなく，
三井四国を開設する際に，すでに存在していたお堂を，三井四国の開設時に「三井四国の第
47番札所八坂寺」と設定したと考えられる．
図５： 札所：宗崎の観音堂の様子．向かって左に弘法
大師像が見える．宗崎は他２つのお堂で構成さ
れている．御井小学校開校百十周年記念事業特
別委員会町誌部（1986）によると，観音像は
1760年に建立されたものである．（著者撮影）
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6.3. 札所数
次に最終的に141にまで札所が増えた理由を検討する．まず三井四国は筑後地域にすでに
あった祠やお堂などに四国の札所を当てることによって開設されたと考えられる．三井四国徧
禮道案内から推測される巡礼経路沿いに，大参り行程資料に記された札所があることが分か
る．このことから当初札所ではなかったが，巡礼の経路とその近隣に存在した祠やお堂などを
札所として加えたと考えられる．例えば御井寺に隣接する三井四国徧禮道案内には見当たらな
いお堂には，1849年に建立された地蔵菩薩像が祀られている（弘法大師像なし）．
また新たに建立された祠やお堂なども札所として加えたと考えられる．例えば予備調査した
鞍内西は，三井四国徧禮道案内には見当たらない．鞍内西は県道758号線に隣接しているが，
地理院地図によると少なくとも1914年までこの県道はなく，一帯は桑畑であった．このこと
から久留米が軍都として発展するなかで設けられた道路沿いに大師堂が新規設置され，のちに
三井四国の札所として追加されたと考えられる．
また小森野校区歴史編集委員会（2017）は，小森野地区の霊場として「高野」「二丁地中」「二
丁地西」「中通り」「小森野下」５つがあり，明治の末期ごろにこれらの霊場を住民が建立した
としている．三井四国徧禮道案内では鞍内西札所同様，これらの札所も見られないが大参り行
程資料では見られる．このように三井四国徧禮道案内にはなかった観音堂や不動明堂，大師堂
なども順次追加されることにより，札所が増加しさらに札所番号も失われていったと考えられ
る．
７．まとめ
三井四国には数多くの札所が存在し，札所名や札所数が四国と一致しないなどの特徴的な点
がある．そのため予備調査と本調査で，関係者への聞き取り調査を実施するとともに資料の入
手・分析し，その成立背景を検討した．
まず三井四国の設立時期は「明治20年代以降」（柴谷，2008）に該当するといえる．また，
筑後地域には三井四国開設以前より大師信仰が存在していたことが推測される．例えば，八坂
寺の弘法大師像に関する伝承は，三井四国が開設されると推測される時期より前に記念碑に記
されている．また御井小学校開校百十周年記念事業特別委員会町誌部（1986）によると，か
つて八坂寺は大師堂と呼ばれており，これも三井四国以前に存在した大師信仰の裏付けとなり
うる．さらに三井四国とは別にほぼ同じ地域で別の写し霊場（久留米四国）が存在していたこ
とからも筑後地域に大師信仰が存在していたといえる．
また三井四国開設後も，鞍内西札所や小森野地区の札所群に見られるようにもともとは三井
四国の札所ではなくとも，札所が開設される事例がある．これらのことから，三井四国開設後
も筑後地域には大師信仰が浸透していったことが示唆される．
次に札所数が140を超えるまでに増えた理由は，既存の祠やお堂などを札所に加えたことと，
さらに新たに建立した祠やお堂を三井四国の札所として加えたためであるといえる．三井川北
道中案内では334もの札所が存在している．これも三井四国同様のちに札所が加わったためで
あると思われる．筑後地域において信仰対象としては後発ともいえる三井四国であるが，もと
もと筑後地域に存在した大師信仰と，柴谷（2008）が指摘している明治20年代以降の霊場開
設時期とが相まって成立したといえる．また，札所の増加により，三井四国設立時に存在して
いた札所番号は次第に意味を無くし，札所名のみが残ったことが示唆される．
一方次第に追加されたと思われる札所ではあるが，大参り資料より1982年に161あった札所
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も2019年には141となり，約40年で20の減少が確認できる．また2019年春季大参りで参拝団は
解団している．解団の理由として「三井四国参拝団の解散についてのお知らせ」や I氏は，団
員の高齢化を挙げた．一方，A氏や聞き取り調査の際に偶然医王寺で出会った方は，本州四国
連絡橋ができたことにより四国に気軽に行けるようになったことも理由に挙げていた．
本研究では，課題も多く残されている．まず，札所番号が１番から順になっていない理由は
不明である．また，三井川北四国八十八ヶ所との関係も分かっていない．さらに追加された札
所とその位置の特定もできていない．その他，約150年続いた三井四国の大参りであるが，地
域での詳細な活動は明らかにできていない．今後，三井四国の始まりから大参りの終了まで，
そしてその後の参拝団団員や筑後地域の住民との関わりに関する調査を継続したい．
【注】
１）例えば，各寺院の取り組みとして，特別開帳や納経帳への記念のスタンプを押印，記念散
華の頒布がなされたりした．
２）台湾では日本統治時代に「写し」がなされ，現在でも一部が残存している（中川，2016）．
３）原著に合わせ和暦で表記した．
４）山本（2013）では「設置主体と設置規模」としているが，本稿では「開設主体と開設規模」
に言い換えた．
５）四国の各札所の砂を対応する札所に写す．近藤（1993）は砂をシンボルと表している．
シンボルは，「お砂踏み」と呼ばれる聖地巡礼の疑似体験でも一般的に利用されている．
６）ただし福岡県からの巡礼者数の割合である．
７）1929年に四国第三十番札所が安楽寺と善楽寺の２つとなるが，茂木四国八十八ヶ所の第
三十番札所名は善楽寺となっている．時代背景を鑑みると，安楽寺であると考えられるが，
札所名決定の経緯は不明である．
８）眞念による「四国徧禮道指南」（1687年）を底本とし，稲田が訳注している．
９）創設年は，陸上自衛隊久留米駐屯地資料館内の展示「久留米駐屯地の沿革」と担当者の説
明による．資料によっては1896年としているものもあるが，物理的な土地・建物の存在を
鑑みて本稿では1897年を採用した．
10）三井四国の第十九番札所である字鑓水のお堂には「一九番立江寺」の寺号板がある．札
所番号から四国の第十九番札所立江寺が連想されるが，三井四国徧禮道案内並びに2019年
春の最後の大参り行程資料まで札所名は字鑓水または鑓水であり，立江寺ではない．
11）ここの記されている14名の氏名は，「三井四国徧禮道案内」の御土受人名に記された者と
は異なる．
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